
期 

日
　
二
〇
二
三
年
五
月
十
三
日
（
土
）

会 

場
　
北
九
州
市
立
大
学
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス

二
〇
二
三
年
度
（
第
七
十
一
回
）

九
州
中
国
学
会
大
会
要
項



二
〇
二
三
年
度
（
第
七
十
一
回
）
九
州
中
国
学
会
開
催
の
ご
案
内

謹
啓春

暖
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
か
ね
て
か
ら
ご
案
内
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
と
お
り
、
来
る
五
月
十
三
日
（
土
）、
北
九
州
市
立
大
学
北
方

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
き
ま
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
九
州
中
国
学
会
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
は
九
名
の
方
の
研
究
発

表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
出
欠
の
ご
意
向
を
、
同
封
の
葉
書
に
て
四
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
（
海
外
の
方
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
願
い
し
ま
す
〈ktakei@

kitakyu-u.ac.jp

〉）。

�

謹
白　

　
　

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
日

�

九
州
中
国
学
会
会
長　
　
　
　
　
　
　

新　

谷　

秀　

明　

�

二
〇
二
三
年
度
大
会
開
催
校
代
表　
　

武　

井　

満　

幹　

会　

員　

各　

位
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2023年度（第71回）九州中国学会大会概要
５月13日（土）

時 行　　事 場　　所

９：30 受付開始 本館 C203教室

10：15
10：30

開 会 式
研究発表

本館 C203教室
（分科会Ⅰ）本館 C203教室
（分科会Ⅱ）本館 D201教室

12：00 昼 休 憩

13：30
15：10
16：10

研究発表
総 会
閉 会 式

本館 C203教室

注意事項
◆新型コロナウイルス感染症予防対策について
・体調のすぐれない方は、参加をお控えください。
・�マスク着用、入館や入室の際の手指消毒、席間を空けての着席を
お願いします。
　なお感染症感染拡大防止対策は変更となることがあります。

◆昼食
昼食は各自でお取りください。

◆当日の費用（受付で徴収）
大会参加費　500円（会員以外の一般参加者も同じ）
学会費は当日の会場では徴収しません。同封の郵便振込用紙にて各
自お振込みください。

◆大会事務局連絡先
〒802-8577	 北九州市小倉南区北方4-2-1
	 北九州市立大学外国語学部　　武井満幹研究室
	 電話（093）964-4338／ E-mail：ktakei@kitakyu-u.ac.jp
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大　

会　

日　

程

【
受
付
開
始
】（
九
時
三
〇
分
～
）

【
開　

会　

式
】（
一
〇
時
一
五
分
～
一
〇
時
二
五
分
）（
Ｃ
二
〇
三
教
室
）

【
研
究
発
表
】（
一
〇
時
三
〇
分
～
一
二
時
）

 

分
科
会
Ⅰ
〈
語
学
・
文
学
〉（
Ｃ
二
〇
三
教
室
）

Ⅰ

－

１　

知
覚
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
中
国
語
発
音
教
材
の
開
発
―
音
声
産
出
に
お
け
る
効
果
の
検
証
―

		


劉　
　
　
　
　

驫
（
九
州
大
学
）

		


董　
　

玉　
　

婷
（
大
阪
国
際
大
学
）

	

〔
司
会
〕	

謝　
　
　
　
　

平
（
福
岡
大
学
）
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Ⅰ

－

２　

中
国
語
初
級
段
階
に
お
け
る
文
法
学
習
の
意
義
―
品
詞
と
文
成
分
の
知
識
―

		


山　

口　

直　

人
（
大
東
文
化
大
学
）

	

〔
司
会
〕	

謝　
　
　
　
　

平
（
福
岡
大
学
）

Ⅰ

－

３　

類
書
『
白
氏
六
帖
』
に
よ
る
白
居
易
「
百
道
判
」
の
本
文
批
判

		


大　

渕　

貴　

之
（
鹿
児
島
大
学
）

	

〔
司
会
〕	

諸　

田　

龍　

美
（
愛
媛
大
学
）

 

分
科
会
Ⅱ
〈
哲
学
・
思
想
〉（
Ｄ
二
〇
一
教
室
）

Ⅱ

－

１　
「
夢
」
と
「
物
化
」　

―
「
胡
蝶
の
夢
」
説
話
に
関
す
る
新
考
察
―

		


楢　

崎　

洋
一
郎
（
北
九
州
市
立
大
学
・
非
）

	

〔
司
会
〕	

末　

永　

高　

康
（
広
島
大
学
）
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Ⅱ

－

２　

聶
双
江
の
帰
寂
思
想
再
考

		


伊　

香　

賀　

隆
（
佐
賀
大
学
）

	

〔
司
会
〕	

荒　

木　

龍
太
郎
（
活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

Ⅱ

－

３　

王
鐸
の
臨
書
に
内
在
す
る
法
帖
へ
の
懐
疑
思
考
に
つ
い
て

		


大　

野　

紘　

暉
（
鹿
児
島
大
学
・
院
）

	

〔
司
会
〕	

荒　

木　

龍
太
郎
（
活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

　

〇
昼
休
み
休
憩
（
九
〇
分
）
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【
研
究
発
表
】（
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
）（
Ｃ
二
〇
三
教
室
）

４　

方
紀
生
の
新
資
料
に
関
す
る
一
考
察 

　
　
　

―
周
作
人
宛
書
簡
か
ら
窺
う
日
本
占
領
期
に
お
け
る
中
国
文
壇
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

		


鳥　

谷　

ま
ゆ
み
（
北
九
州
市
立
大
学
）

	

〔
司
会
〕	

呉　
　

紅　
　

華
（
九
州
産
業
大
学
）

５　

近
代
中
国
に
お
け
る
“
童
話
”
の
誕
生
―
周
作
人
、「
児
童
観
」
そ
し
て
日
本
を
め
ぐ
っ
て

		


汪　
　

憶　
　

霏
（
九
州
大
学
・
院
）

	

〔
司
会
〕	

呉　
　

紅　
　

華
（
九
州
産
業
大
学
）

６　

植
民
地
文
学
と
し
て
の
台
湾
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
―
楊
熾
昌
「
炎
え
る
頭
髪
“
詩
の
祭
禮
”
の
た
め
に
」
に
つ
い
て

		


賴　
　

怡　
　

真
（
九
州
大
学
・
非
）

	

〔
司
会
〕	

秋　

吉　
　
　

收
（
九
州
大
学
）
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〇
休
憩
（
一
〇
分
）

【
総　
　
　

会
】（
一
五
時
一
〇
分
～
一
六
時
一
〇
分
）

【
閉　

会　

式
】（
一
六
時
一
〇
分
～
一
六
時
二
〇
分
）
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【
発
表
要
旨
】

Ⅰ

－

１　

知
覚
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
中
国
語
発
音
教
材
の
開
発　

―
音
声
産
出
に
お
け
る
効
果
の
検
証
―

劉　
　
　
　
　

驫
（
九
州
大
学
）　　

董　
　

玉　
　

婷
（
大
阪
国
際
大
学
）

本
研
究
で
は
、
日
本
語
母
語
話
者
の
中
国
語
学
習
者
を
対
象
と
し
て
、
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
発
音
教
材

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
、
教
材
の
第
一
版
（ver1 .0

）
が
開
発
さ
れ
た
ほ
か
、
知
覚
（percep-

tion

）
の
側
面
に
お
け
る
学
習
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
未
解
決
の
問
題
を
踏
ま
え
た
改
良
を
重
ね
、
第
二
版

（ver1 .1

）
が
作
成
さ
れ
、
知
覚
の
面
に
お
け
る
残
さ
れ
た
課
題
が
解
決
さ
れ
た
。
一
方
で
、
知
覚
の
み
な
ら
ず
、
産
出

（production

）
の
側
面
に
お
け
る
効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
研
究
の
着
想
に
至
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
発

表
者
ら
は
同
じ
大
学
で
中
国
語
を
学
習
す
る
日
本
語
母
語
話
者
を
対
象
と
し
て
、
第
二
版
を
利
用
し
な
い
ク
ラ
ス
（
通
常

通
り
の
授
業
）
を
統
制
群
と
し
、
利
用
す
る
ク
ラ
ス
を
実
験
群
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
統
計
的
に
比
較
し
、
第
二

版
の
効
果
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
声
調
、
母
音
と
子
音
に
お
い
て
教
材
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
。
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Ⅰ

－

２　

中
国
語
初
級
段
階
に
お
け
る
文
法
学
習
の
意
義
―
品
詞
と
文
成
分
の
知
識
―

山　

口　

直　

人
（
大
東
文
化
大
学
）

中
国
語
の
初
級
段
階
に
お
い
て
、
文
法
の
体
系
的
な
学
習
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
初
級
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
発

音
に
始
ま
り
、
い
く
つ
か
の
文
法
事
項
の
習
得
を
目
的
と
し
た
会
話
中
心
の
本
文
を
学
び
、
語
句
の
並
べ
替
え
や
穴
埋
め
、

作
文
の
練
習
問
題
な
ど
を
通
じ
て
中
国
語
の
基
本
構
文
を
学
ぶ
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
テ
キ
ス
ト
で
は
文
法
事

項
の
習
得
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
文
法
の
体
系
的
な
知
識
、
特
に
品
詞
や
文
成
分
を
扱
っ
た
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
初
級
か
ら
中
級
以
上
に
学
習
を
進
め
る
う
え
で
、
品
詞
や
文
成
分
の
知
識
の
欠
如
は
学
習
者
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
深
刻
な
弱
点
と
な
る
。
発
表
者
は
日
頃
の
教
学
体
験
に
も
と
づ
き
、
学
生
が
品
詞
や
文
成
分
の
基
本

的
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
文
の
正
し
い
読
み
方
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
学
生
の

会
話
能
力
や
文
解
釈
能
力
の
向
上
に
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
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Ⅰ

－

３　

類
書
『
白
氏
六
帖
』
に
よ
る
白
居
易
「
百
道
判
」
の
本
文
批
判

大　

渕　

貴　

之
（
鹿
児
島
大
学
）

白
居
易
に
「
百
道
判
」
と
通
称
さ
れ
る
作
品
群
が
あ
る
。「
判
」
と
は
文
体
の
一
つ
で
、
司
法
・
行
政
の
実
務
、
或
い
は

倫
理
・
経
学
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
判
断
を
示
し
た
も
の
を
言
い
、「
道
」
は
そ
の
助
数
詞
で
あ
る
。
科
挙
の
一
環
で
あ
る

吏
部
試
に
於
い
て
、
そ
の
作
成
能
力
が
試
さ
れ
た
。「
百
道
判
」
も
ま
た
白
居
易
が
吏
部
試
受
験
の
事
前
準
備
と
し
て
作
成

し
た
お
よ
そ
百
道
の
模
擬
判
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
主
に
『
白
氏
文
集
』
諸
本
に
よ
っ
て
伝
わ
り
、
文
集
の
校
訂
作
業
が

積
み
重
ね
ら
れ
る
な
か
で
「
百
道
判
」
の
本
文
研
究
も
ま
た
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

報
告
者
は
、
白
居
易
自
撰
の
類
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
白
氏
六
帖
』
を
「
百
道
判
」
の
本
文
批
判
に
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
文
字
異
同
の
重
要
性
が
浮
か
び
上
が
り
、
そ
の
内
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
は
『
白
氏

六
帖
』
を
根
拠
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
例
を
示
し
て
諸
先
生
方
の
ご
批
正
を
請
い
た
い
。
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Ⅱ

－

１　
「
夢
」
と
「
物
化
」　

―
「
胡
蝶
の
夢
」
説
話
に
関
す
る
新
考
察
―

	

楢　

崎　

洋
一
郎
（
北
九
州
市
立
大
学
・
非
）

『
荘
子
』
斉
物
論
篇
末
の
「
胡
蝶
の
夢
」
の
説
話
は
、
古
来
き
わ
め
て
有
名
で
あ
っ
て
、
思
想
・
宗
教
・
文
学
・
美
術
、

さ
ら
に
は
昨
今
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
領
域
に
ま
で
、
幅
広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
議
論
が
継
続
中
で
あ
り
、
実
の
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
に
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
本

発
表
で
は
、
ま
ず
、
本
文
の
一
部
に
注
の
混
入
が
み
ら
れ
る
と
す
る
劉
文
典
の
説
（『
荘
子
補
正
』『
三
餘
札
記
』）
を
採
り

上
げ
、
そ
の
妥
当
性
を
再
検
証
す
る
。
し
か
る
の
ち
、
あ
く
ま
で
も
原
文
の
意
に
即
し
、
徹
頭
徹
尾
、「
物
化
」
と
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
い
た
も
の
と
し
て
（
そ
し
て
、
そ
れ
の
み
の
も
の
と
し
て
）、
こ
の
資
料
を
読
み
解
い
て
い
く
。

そ
れ
は
、
所
謂
「
万
物
斉
同
」
の
思
想
と
の
連
関
性
か
ら
、
こ
の
説
話
を
き
っ
ぱ
り
と
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
き

に
わ
た
り
晦
ま
さ
れ
て
き
た
そ
の
「
真
意
」
を
、
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
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Ⅱ

－

２　

聶
双
江
の
帰
寂
思
想
再
考

伊　

香　

賀　

隆
（
佐
賀
大
学
）

江
右
王
門
の
聶
双
江
（
名
は
豹
）
が
提
唱
し
た
帰
寂
思
想
は
、
動
静
一
如
・
渾
一
無
間
の
心
学
を
説
く
王
陽
明
の
思
想

と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
し
て
、
陽
明
門
下
の
高
弟
た
ち
か
ら
激
し
い
攻
撃
を
受
け
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、「
陽
明

学
の
後
退
」（
荒
木
見
悟
先
生
）
と
さ
れ
、
そ
の
思
想
は
現
実
社
会
で
は
力
を
発
揮
し
得
な
い
観
念
論
で
あ
る
と
論
評
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
そ
う
し
た
低
評
価
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
が
、
双
江
の
政
界
に
お
け
る
最
晩
年
の
失
脚
で

あ
る
。
と
り
わ
け
『
明
史
』
聶
豹
伝
の
評
価
は
厳
し
く
、
双
江
に
「
応
変
の
才
」
は
な
か
っ
た
と
し
、
皇
帝
を
恐
れ
て
狼

狽
す
る
姿
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
の
生
涯
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
厳
し
い
軍
事
・
政
治
の
現
場
で
数
々
の

功
績
を
挙
げ
て
お
り
、『
明
史
』
に
お
け
る
最
晩
年
の
記
述
に
し
て
も
、
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
所
が
あ
る
。
本

発
表
で
は
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
双
江
の
政
治
的
実
績
及
び
思
想
形
成
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
帰
寂

思
想
の
意
義
を
改
め
て
問
い
直
し
て
み
た
い
。

－12－



Ⅱ

－

３　

王
鐸
の
臨
書
に
内
在
す
る
法
帖
へ
の
懐
疑
思
考
に
つ
い
て

大　

野　

紘　

暉
（
鹿
児
島
大
学
・
院
）

明
末
清
初
の
書
家
王
鐸
は
、
張
瑞
図
、
倪
元
璐
、
黄
道
周
、
傅
山
な
ど
と
同
様
に
明
末
清
初
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
。

王
鐸
は
書
聖
王
羲
之
、
王
献
之
を
宗
と
し
、
生
涯
に
渡
り
古
法
帖
の
臨
書
に
励
ん
だ
。

王
鐸
の
臨
書
作
品
は
数
多
く
現
存
し
て
い
る
が
、
彼
の
臨
書
は
外
形
に
捉
わ
れ
な
い
自
由
奔
放
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
董
其
昌
が
主
張
し
た
精
神
主
義
や
形
似
主
義
の
否
定
と
い
う
理
論
を
踏
ま
え
た
書
風
で
あ
る
。
従
来
の
先
行
研
究
で

は
、
王
鐸
自
身
の
題
跋
等
に
記
さ
れ
る
書
論
を
扱
っ
て
論
じ
た
も
の
も
あ
る
が
、
王
鐸
自
身
の
具
体
的
な
精
神
主
義
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
王
鐸
は
自
身
の
文
章
中
で
法
帖
に
対
す
る
懐
疑
的
な
見
解
を
示
し
て

お
り
、
こ
の
見
解
は
臨
書
に
お
け
る
形
似
と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

故
に
、
書
や
法
帖
に
対
す
る
王
鐸
自
身
の
考
え
を
取
り
上
げ
、
彼
が
展
開
し
た
論
理
を
詳
細
に
検
討
し
、
加
え
て
董
其

昌
と
の
相
違
点
・
共
通
点
も
抽
出
し
た
上
で
、
独
創
的
な
王
鐸
の
臨
書
の
根
拠
を
探
る
の
が
本
研
究
の
狙
い
で
あ
る
。
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４　

方
紀
生
の
新
資
料
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　

―
周
作
人
宛
書
簡
か
ら
窺
う
日
本
占
領
期
に
お
け
る
中
国
文
壇
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

鳥　

谷　

ま
ゆ
み
（
北
九
州
市
立
大
学
）

方
紀
生
（
一九〇八-

一九八三）
は
、
日
本
占
領
期
に
駐
日
留
学
生
監
督
と
し
て
東
京
に
赴
任
し
た
。
文
学
好
き
の
方
は
青
年
期

に
周
作
人
と
面
識
を
持
ち
、
周
を
師
と
仰
い
で
中
国
文
人
ら
と
交
流
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
日
本
留
学
し
た
方
は
、
周

を
介
し
て
日
本
文
人
ら
と
も
親
交
を
持
ち
、
帰
国
後
、
日
中
の
文
学
作
品
や
翻
訳
を
自
身
が
編
集
す
る
中
国
の
文
芸
誌
に

発
表
し
た
。
一
九
四
四
年
に
は
『
周
作
人
先
生
の
こ
と
』
を
編
集
、
東
京
で
出
版
し
た
。
戦
後
、
文
化
大
革
命
で
投
獄
さ

れ
た
の
ち
名
誉
回
復
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
存
在
は
日
中
関
係
史
の
溝
渠
に
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
。 

方
紀
生
に
お
け
る
日
中
文
人
ら
と
の
交
流
手
段
の
一
つ
が
文
通
で
あ
っ
た
。
近
年
、
周
家
が
所
蔵
す
る
方
紀
生
書
簡

デ
ー
タ
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
占
領
期
に
お
け
る
中
国
文
壇
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

が
窺
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
裏
付
け
う
る
日
本
文
人
か
ら
の
書
簡
も
、
方
紀
生
令
嬢
の
も
と
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告

で
は
、
周
作
人
宛
て
の
方
紀
生
書
簡
に
つ
い
て
、
翻
字
、
翻
訳
の
一
部
を
報
告
す
る
と
と
も
に
初
歩
的
な
考
察
を
行
う
。
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５　

近
代
中
国
に
お
け
る
“
童
話
”
の
誕
生
―
周
作
人
、「
児
童
観
」
そ
し
て
日
本
を
め
ぐ
っ
て

汪　
　

憶　
　

霏
（
九
州
大
学
・
院
）

近
代
中
国
を
開
い
た
五
四
運
動
（
一九一九）
が
「
個
人
の
解
放
」
を
宣
言
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
一
個
の
独
立
し
た

人
格
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
児
童
」
も
ま
た
新
た
に
認
識
さ
れ
、
人
々
は
「
児
童
」
の
精
神
生
活
に
改
め
て
関

心
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
る
。
児
童
を
尊
重
し
、
児
童
の
立
場
か
ら
そ
の
心
理
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
嗜
好
に

合
っ
た
“
児
童
本
位
”
の
「
児
童
文
学
」
を
提
供
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
次
第
に
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
そ
う

し
た
背
景
の
下
、「
童
話
」
が
当
時
の
小
中
学
校
国
語
教
科
書
に
も
多
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
周
作
人
に
よ
れ
ば
、

「
童
話
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
日
本
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
中
国
で
は
一
九
二
〇
、三
〇
年
代
を
通
し
て
こ
の
新

名
詞
「
童
話
」
を
め
ぐ
る
議
論
が
絶
え
ず
巻
き
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
本
発
表
は
、
二
十
世
紀
以
来
の
中
国
に
お
け
る
「
童

話
」
と
い
う
言
葉
の
誕
生
、
そ
の
概
念
の
成
立
ま
た
内
在
す
る
種
種
の
問
題
点
を
繙
き
つ
つ
、
中
国
の
近
代
に
お
け
る
「
児

童
観
」
の
変
遷
と
の
関
係
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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６　

植
民
地
文
学
と
し
て
の
台
湾
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

　
　
　

―
楊
熾
昌
「
炎
え
る
頭
髪 

“
詩
の
祭
禮
”
の
た
め
に
」
に
つ
い
て

賴　
　

怡　
　

真
（
九
州
大
学
・
非
）

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
欧
米
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
紹
介
し
た
の
が
『
詩
と
詩

論
』（
一九二八・
九-
一九三一・
一二）
で
あ
っ
た
。
当
時
、
台
湾
人
留
学
生
た
ち
が
日
本
か
ら
帰
国
す
る
と
、
台
湾
で
も
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
が
流
行
す
る
。
台
湾
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
の
結
社
に
「
風
車
詩
社
」（
一九三三・
一〇-

一九三四・
一二）
が
あ
る
。
そ
の
中

心
人
物
は
、
水
蔭
萍
な
ど
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
詩
人
の
楊
熾
昌
（
一九〇八-

一九九四）
だ
っ
た
。
従
来
、
楊
の
詩
に
は
西
脇

順
三
郎
（
一八九四-

一九八二）
や
北
園
克
衛
（
一九〇二-

一九七八）、
堀
辰
雄
（
一九〇四-

一九五三）、
佐
藤
朔
（
一九〇五-

一九九六）
か
ら
の
影
響
が

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
模
倣
に
見
え
る
の
だ
が
、
風
車
詩
社
が

活
動
し
て
い
た
同
時
代
の
台
湾
が
日
本
占
領
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
本
発
表
で
は
、
楊
の
詩
に
お
け
る

「
檳
榔
子
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、
そ
れ
が
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
単
な
る
「
横
移
植
」
で
は
な
く
、
日
本
の
台

湾
占
領
の
暗
喩
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
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■交通アクセス
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